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湯沢町における観光産業の展開

I　は　じめに

わが国の観光産業は高度経済成長期にめざましく

発達を遂げた。 1973年に石油危機が起こると, GN

Pの増加率は戦後初めてマイナスに転じ.以後,日

本経済は不況の時期に突入する。しかし,観光産業

は経済の変化にもかかわらず,現在まで成長を続け

てきた。

観光地域の研究は地域変貌や集落の変貌としてと

らえられてきた場合が多い。最近の地理学において

観光地城を取り上げた事例として,白坂(1976)の

野沢温泉村の研究がある。白坂はレクリェーシヲン

活動の地域的展開による集落の変貌について考察し

たl)。石井( 1977)は山地型民宿地域である白馬村

の民宿地域を対象として.その形成過程を地域の全

体構造の中でとらえて考察した2).また小西(1980)

は石井・白坂の研究について.一般壮帯に対する考

慮が十分でないことを指摘し.民宿村を村落社会組

織としてとらえて.その成立過程と内部構造を分析

した3)0

いずれもスキー場に関連深いものを挙げたが.こ

のように最近の観光地城を対象とした研究は民宿集

落に代表されるような,観光集落をその対象とした

ものが多い。

しかし,観光地域を考察する際.地域社会の中の

一部分しかなさない集落だけをとりあげて分析して

ち.観光地域の把握が達成されたとは冨いがたい。

地域全体を総合的に,また諸現象を有機的に考察し

てこそ.観光地城の把握が達成されると我々は考え

る。

観光地域は大きく通年型観光地域と,季節型観光

地域の2つに分類できよう。前者には,温泉.著名

な寺社,名勝・旧跡を有す地域が.後者には.スキ

田中恵美子・玉木里加子

細　野　章　子・田　中　和　徳

一場.海水浴場を有す地域などがあてはまる。

以上をふまえ本稿では.通年型観光地域であr) ,

行政区城内全域に観光産業が卓越している例として

新潟県南魚沼郡湯沢町をとりあげるO　ここでは湯沢

町が過去において,第一次産業中心の典型的な山村

であったが,現在,第三次産業従事者数が6割近く

を示すまでになっている。このことに着目し,いか

なる過程を経て.地域全体が変貌してゆき.現在の

姿である行政と民間との一体となった通年観光体制

が確立されつつあるかを究明したい。

以下,湯沢町における観光産業の発展過程の考察

と人口・土地利用・自然条件・産業構造などの分析

を通じて.現況に至った必然性を解明してゆく。ま

た,観光産業の発展過程において,諸々のインパク

トから町内に個性ある地域が出現したことについて

も触れてみたい。

Ⅱ　地域の概要

湯沢町は新潟県の最南端に位置し,南部および東

部はそれぞれ群馬県の吾妻郡,利根郡に,西部は長

野県下水内郡の町村に接している。

町の総面積は355.1 1kfで.人口は1983年現在

では9,5 1 4人である。面積は市町村単位では県内で

第5位であるが,そのうち林野面積が93%を占め

る。周囲は山岳に囲まれ,特に乗境の谷川岳から西

南境の白砂山に至る間は2,000 m級の山々が三国山

脈を構成し,地形的にも新潟と関東とを分けている。

町の東側には1,500m級の稜線が連続し,北に向い

しだいに低下していく。

これらの山々の間を,信漉川の支流である魚野川

清津川が北流している。両河川の流域は平壌山から

高津倉山に連なる稜線で分けられ,東側を魚野川が.

西側を清津川が流れている。両流域とも急峻な浸食



谷が多く,特に滑津川流域ではほとんど谷底平野が

形成されず,ところにより細長い河岸段丘があるに

すぎない。

魚野JHは湯沢町を出て塩沢付近から堆積を始め.

中流に長さ約30km.最大の幅5 kmの狭長な六日

町盆地を形成しているが.湯沢町内においては.山

沿いの所々に河岸段丘を,土樽地区4)の中里から下

流に小さな扇状地性の平坦地を形成しているにすぎ

ない。また,両河川の流域の標高差は相当あり,清

津川流域では最低600m,最高960m,魚野川流域

では最低320m.最高600mであり.集落形成上大

きな影響を与えている。市街地のひらける場沢温泉

地区は魚野川流域の平坦地, 320mから370m　に

位置する。 (第1図)



気候は県境の山々により関東地方と区別され.冬

季間が長く,大陸からの冷たい季節風により降雪,

曇天が多い,年間を通して一般に日照時間が短かく

年間平均気温も10-14℃で概して冷涼である。

最低気温の執ま二居(標高832m)5)で-17.7℃.

土樽(573.4m)では-10.2℃であり,浅貝(939

m)では-22.0℃であり.標高が増すに従い気温は

低下している。

積雪分布は魚野川流域では一般に土樽地区が最も

積雪は多いが.里雪型の時には低地である湯沢地区

により多く積雪のみられる場合もある。清津川流域

では三俣地区が最高である。浅貝地区では棲高が高

いわりに積雪量が少ない。このように標高差により

地区問の気象状況は複雑である61。

湯沢町は上杉謙信の時代から峠越えの要衝の地で

あり.江戸時代には三国街道の宿場町として栄えた。

しかし明治にはいって国鉄信越本線が開通すること

により街道筋はさびれた。湯沢温泉も近在の湯治場

として目立った発展もなかったが,1931年(昭和6

年)の上越線の開通が一大転機となり.温泉の再開

発や.その後のスキーの普及とともに「温泉とスキ

ーの町」として脚光をあびるようになった。

また.湯沢温泉を舞台とした川端康成の小説「雪

国」が発表され. 1954年に苗場山・谷川岳・滑津峡

が国立公園に指定されたことで湯沢は全国的知名度

をあげた。1955年には5ケ村(湯沢・神立・土樽・

三俣・三国)が合併し, 「湯沢町」となった。初め

は上越線沿線の済択・土樽地区中心のスキー観光で

あったが. 1961年に関東と新潟を結ぶ最短路線とし

て三国街道が国道17号線として生まれ変ることによ

り,その沿線にスキー場が開発された。ここにおい

いスキー観光は発展期をむかえ.湯沢町の産業の基

幹として位置付けられた。

現在町田には県円最高の16ヶ所のスキー場があり年

間450万人近い人々がスキーなどの観光で訪れている。

1982年には上越新幹線が開通し. 1985年開通予定

の関越自動車道の湯沢インターの設置も決定してい

る。このように上越線の開通から50年間に交通条決

が飛坪的に発展し,湯沢町は首都圏及び県内・近県

の主要な観光拠点となっている。

今後.揚沢町は恵まれた自然環境を利用してスポ

ーツ・レクリェーション施設を充実させることによ

り,季節型のスキー観光から通年型観光への発展を

目指している。

Ⅲ　湯沢町における観光の位置

(1)人　口

第2図をみると国勢調査人口と住民基本台帳によ

る人口が年によって差を生じているのがわかる。新

幹線・電発工事7)が行なわれている1975年におけ

る差が最大であるのを筆頭に.湯沢町円部およびそ

の周辺に大規模工事があった年に大差を生じている

ことから.工事関係者が他地域から流入することに

よf)おこる一時的な人口増加現象のためと考えられ

る。実質的な住民の推移を示す基本台帳による人口

は.スキー場が戦後再開設.もしくは新設され始め

る1955- 1960年には増加しているものの1960

65年には大幅な減少を示し,その後は大きな'変動

が見られない1960 - 65年の減少は高度経済成長

による人口の首都圏流出のためと考えられる。その

責付けとして1965年における転出が著しいことが

あげられる(第3図) 。

また,経年的にみても転出が多く.このことが人

口の一定化をひきおこす要因となっている。聞き取

りによれば,転出するのは若者が多く,スキー観光

が冬場中心であり.夏場の雇用が限られることに起

因する。

次に地区別8)にみると(第4図).第1表によれ

ば.観沢地区の入日密度が圧倒的に高く.山間部で

平地のひらけない三俣・三国地区は人口密度が低い。

しかし同じ山間部でも,三俣地区では過去25年間に

人口が減少しているのに対して.三国地区では増加

していることは興味深いO

地区別人口推移(第5図)をみると,湯沢地区は

スキー場が再開設される1955 - 60年に増加があっ

たが.その後の変動は小さい。これは湯沢地区には

温泉があることから比較的安定しているためと害え

ts

神立地区も大きな変動はないが. 1970年以降徐々
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に増加している。神立地区には役場があり,隣接す

る湯沢地区から市街地が拡大されてきたためと考え

られる。

土樽地区では1960 - 65年の減少が顕著である。

この地区は魚野川の扇状地形成により比較的耕地が

開けてはいるが. 1戸当りの耕地面積は狭く,零細

な農家が多かったことから高度経済成長による転出

が多かったと考えられる。

総 計 湯 沢 神 立 土 樽 三 俣 三

面 積 ( kn f) 3 5 5 .l l 1 5 .1 8 1 5 .0 9 1 2 6 .8 5 6 3 .6 1 1 3 4 .3 8

面 積 比 率 ( % ) 1 0 0 .0 4 .3 4 .3 3 5 .7 1 7 .9 3 7 .8

1 9 8 1 年 人 口 (人 ) 8 .8 3 8 3 .9 5 2 1.4 6 7 2 .4 0 7 3 7 3 6 3 9

人 口 密 度 (人 / b f) 2 4 .8 9 2 6 0 .3 4 9 7 .2 2 1 8 .9 8 5 .8 6 4 .7 6

人 口 比 率 ( % ) 1 0 0 .0 4 4 .7 1 6 .6 2 7 .3 4 .2 7 .2

合 併 時 人 口 (人 ) 9 .4 3 8 3 .9 5 7 1.2 5 3 3 .1 6 4 5 6 4 5 0 0

人 口 密 度 (人/ k n f ) 2 6 .6 2 6 0 .6 7 8 3 .0 3 2 4 .9 4 8 .8 7 3 .7 2

人 口 比 率 ( % ) 1 0 0 .0 4 1.9 1 3 .3 3 3 .5 6 .0 5 .3
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三B]地区
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第5図　地区別人口推移

三俣・三国地区は清津川上流地域であり,はと人

ど平地をもたないため.主に林業により生計を立て

ていた地区である。前述したように三俣地区は人口

が減少しているのに対し,三国地区は増加傾向にあ

る。これは三俣地区におけるスキー場開発が1975年

と遅く.それ以前に過疎化が進んでしまったためと

考えられる。それに対し三国地区は1959年に外来資

本により大規模なスキー場が開設されたことが過疎

化を食い止めたと考えられるoまた, 1975年の国勢

調査人口の増加は特に三俣・三国地区に大きく,こ

の地区が新幹線・電発工事の影響を強く受けたこと

・・・・・・=・・住はォ本台帳

紳立地Li

・+
1955　60　　65　　70　　75　　80(ff-)

三保地旺

く国勢調査・基本台張より作成)

がわかる。

また,湯沢町の人口を考える上で忘れてならない

のが冬季間の就業人口の増加現象である。スキーシ

ーズンにはサービス業や索道事業を中心にアルバイ

トや臨時職員が県内県外の隣接市町村.ひいては全

国各地から流入する。

(2)土地利用

第2表によれば,湯沢町はその面積の93%を山

林が占め.極めて生活の場が制約されていると言え

る。広大な面積を占める森林資源ではあるが.その
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所有形態は第3表の通り,国立公園を含み開発の限

られる国有林が全体の76%を占める。官公造林は地

形や気候条件からか国有林の1 2%程度にすぎず.也

元雇用者は少ない。

また,民有林には需要の少ない薪炭材が多く,臥

有林は小面積の所有者が多く,自家用薪材として利

用する程度というのが実情である。つまり広い面積

の割には利用範囲が広くないと首えるO　また,耕地

面積は田畑を合わせても2%にも満たない。山林を

のぞけば比較的高い割合を示す雑種地は観光施設を

含むので,その変遷をみることにより湯沢の観光の

発展をみることができる。

第2表1981年湯沢町地目別面積

地 目 面 積 (ha) 割 合 ⑳ 新潟 県 ⑧

田 3 0 8.6 0.8 7 1 4 1

畑 1 4 2.7 0.4 0 3.6

山 林 3 3.1 8 1.9 9 3.4 4 3 3.6

原 野 7 2 7.8 2 .0 5 1.7

宅 地 1 2 1.4 0.3 4 2.8

也 - - 0.2

4 4.0

雑 種 地 6 0 0.8 1.6 9

そ の 他 4 2 6.8 1.2 0

計 3 5.5 1 1.0 1 0 0.0 0 1 0 0.0

<湯沢町固定資産の概要詞書>

雑昏地:スキー場.ゴルフ場.サッカー場

テニスコート.グランド.駐車場

その他:鉱泉地.公園.道路.鉄道.河川敷
水路.宿.境円.保安林.基地など

の非課税地

第3表1980年湯沢町林野面積

第6図をみると1965年以降に開設されたスキー場

は9ヶ所あり,近年夏場利用施設を個人で造成して

いることを裏付けるように雑種地の伸びは噸調であ

る。・大きく変動しているものとしてその他があげら

れるが.その中での大きな変動要素としては鉄道・

道路が考えられる1979 - 80年の雑種地の減少は,

その他の増加を生み. 1978- 79年のその他の減少

は雑種地の増加を生んでいる。農地については1975

- 77年の畑の減少が注目されるが,雑種地.そ'の他

の増加を生んでいる。

面 積 (h a) 割 合 ⑤ 南 魚 沼 CO 新 潟 県 ㈲

国 有 2 3.3 9 1 7 6 .3 3 4 .0 3 0 .8

民 有 4.6 5 2 1 5 .1 1 2 .2 9 .8

私 有 2.6 2 1 8 .5 3 3 .8 5 9 .4

計 3 0,6 6 3 1 0 0 .0 1 0 0 .0 1 0 0 .0

<農林省林野面積統計>

JL也:ha

第6図　地目別面積の推移

く固定資産の概要調書より作成)

(3)産業構造

第4表をみると.揚沢町の就業者数は第1位がサ

ービス業で約30%を占め.建設業がそれに次いでい

る。しかしこの資料は国勢調査によるものなので建

設業に関しては1980年では新幹線・関越自動車道

の工事関係者が他地域から流入しており,藤沢町内

の実質的就業者とはいえない。よってサービス業が

-ll-



第4表　産業別就業者数(1980年)

年 度 1 9 8 0 年

産業分類 従業者数 構成比

第 農 業 4 0 6人 7.5 56

衣
蛋

林 業 8 4 1.6

水 産 業 1 -

寡 鉱 業 1 4 0.3

次
産
業

建 設 業 1.4 7 6 2 7 .4

製 造 業 2 7 6 5.2

第
卸 売 . 小 売 業 8 4 1 1 5.6

金融 . 保険 . 不動産業 5 2 1.0

衣
運輸.通信 .電気 .水 道 5 1 5 9 .6

産 サ ー ビ ス 業 1.5 6 8 2 9.1

m 公 務 1 5 0 2.8

( 分 類 不 能 ) - -

合 計 5,3 8 6 1 00 .0

湯沢町の実質的中心産業と言っても過言ではないで

^t*F

第一次産業は農業・林業を合わせても10%に満

たない。これは前節の土地利用でも述べたように.

少ない耕地面構・利用範囲の狭い森林資源を背景と

する当然の数値と言える。

就業者数の推移(第7図)をみると.農業就業者

が大幅に減少しており. 1950年では全就業者数の45

%を占めたものが. 1980年ではわずかに7.5%を占

めるにすぎない。林業も減少幌向にあr),済沢町に

おける第一次産業の地位の低下を如実に示している。

それに対してサービス業における増加は著しく,卸

小売業における増加も着実である。建設業の変動が

激しいのは前述のとおり,大規模工事に起因するも

のである。ここで言えることは,第一次産業者が.

場沢町におけるスキー観光が発犀するにつれて民宿

業・旅館業・土産品小売業などの第三次産業へと移

行していく傾向にあるということである。これらの

産業別就業者を背景として事業所数は第8図の通り

であr).サービス業関係が58%を占め.卸・小売業

が25%で追っている。この数字も観光の町湯沢を象

徴していると言える。



産業別にみると次の通r)である.

①　農　業

第9図によると.経営耕地面積の狭い農家が多く

一般に零細経営といえる。このため農豹ま農業に見

切りをつけ.農地を手離す。その変遷が第5表であ

る。畑が経営耕地面積.農家数とも減少傾向が強い

ことがわかる。これは自給を超える城を出ない畑を

観光施設や宅地へと転用したためと考えられ与。

専業別農家数の推移(第10図)をみると. 1960年

1960年　総鼻音放852戸

0.3　0.5　1.0　1.5　2.0　2.5　3.0(ha)

1980年　総農音数604戸

0.3　0.5　1.0　1.5　2.0　2.5　3.0(ha)

第9図　経営耕地規模別農家数
( )円は構成比

く農業センサスより作成〉

第5表　農家数,経営耕地面積推移

t的　f戸J
1960　852

1965　771

1970　759

1975　659

1980　604

I96o ft出札

当時から既に専業の割合が小さく-　これも経営耕地

面債の少なさによるものと考えられる。聞き取りに

よれば,兼其の内容は.冬場では民宿・旅館業・ス

キー場の索道事業.夏場では土木業に従事するのが

一般的である。

山間部で冬場産業のない地域では出稼ぎが見られ

るが.湯沢町ではスキー観光により出稼ぎはない。

専業・兼業の割合の推移をみると,第2棲兼業の増

加が著しい。スキーシーズンにおける安定した収入

がこの増加の背景となっている。

◎　商　業

第11・12図.第6表によれば.小売店・飲

食店とも.その商店数・従業者数・年間販売額は大

幅ではないが着実に伸びている。全商店数に対する

飲食店の割合は1979年では新潟県全体では14 %

であるが.湯沢町では35%と大きく,観光の町な

らではの特徴が出ているC

柁色.i'れ　吋ま　　　れIll　　　　　　　　?;2Hftt

第1 0図　書・兼業別農家数推移

く農業センサスより作成)

総 数 田 価 輸 園 地

農 家 数 面 積 (a) 農 家 数 面 積 (a) 農 家数 面 m (a) 農 家 数 面 積 (a)

1 9 6 0 8 5 2 5 3.7 4 3 6 9 7

6 0 J

3 1.0 3 9 8 4 4

6 3 4

2 1.1 6 8 2 1 6

7

1.5 3 6

1 9 6 5 7 7 1 4 9.0 0 0 3 0,8 0 0 1 6.8 0 0 1.3 0 0

1 9 7 0 7 5 9 4 5,5 0 0 3 2.1 0 0 1 3.1 0 0 3 0 0

1 9 7 5 6 5 9 3 7.7 3 1 3 0ー4 0 2 7.1 3 1 1 9 8

1 9 8 0 6 0 4 3 3.8 3 7 5 6 0 2 7.8 2 2 5 6 2 5,2 8 2 2 8 7 3 1

<農業センサスより作成>
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第1 1図　商店数の推移

<商真統計調査1り作成>

サ・;,!　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄M,

第1 2図　商店従業者数の推移

HSfclJMfiH門EXuS開成

第6表　商店等年間販売額の推移

( )円は構成比単位:万円

卸 売 小 売 飲 食 店 It

1 9 7 4

1 9 7 6

1 9 7 8

5 6 .7 9 2 4 1 9 .7 9 0 5 1.8 4 1 5 2 8 .4 2 5

(1 0 .8 ) (7 9 .4 ) ( 9 .8) (1 0 0 .0 )

1 1 6 .2 8 7 6 8 5.1 1 4 7 7.6 9 4 8 7 9 .0 5 0

(1 3 .2 ) (7 7 .9 ) C 8 .9 ) 1 0 0 .0

7 3 .8 3 2 7 6 7 .1 4 9 7 9.8 6 3 9 2 0.8 4 4

( 8 .0 ) (8 3 .3 ) ( 8 7 ) (1 0 0 .0

第1 3図　事業所数及び従業者数の推移
( )円は事業所放
く工業統計調査より作成)

㊤　工　業

1969-70年に当時のブームにのって.湯沢町に

も光学レンズやコイルなどを製造する工場が誘致さ

れた。その他は食料・綴維・木材・出版などの小規

模な工場がほとんどである。第13図からわかるよう

に1965 - 70年で従業者が倍増して以後は大きな変

動をみない。

最後に.各産業の経済的重要性をみるべく産業別

純生産(第14図)をみると, 1980年現在第1位は建

設業である。しかし建設業による所得は流動的であ

り,大規模工事のなかった1970年には全体の15%

であr),サービス業は40%を占めていた。 1965年

以来サービス業は建設業を除けば第1位を保持し,

湯沢町の主要産業として確立したと言えるo

第1 4図　産業別純生産(1980年)

く町民所得推計調査)

(4)財　政

1955年の合併当時の一般会計歳入決算規模は,約

6,000万円で1人当r)約6,200円に過ぎなかったゥ

高度経済成長期を経て1975年には20億円台となf)

1981年度決算では約40億円. 1人当り482.000

円と急上昇した。湯沢町は県下でも有数の財政の豊

かな行政区として1979年から県下で唯一の普通交

付税(9)を支給されない町となり,地方公付和増減



しているのがわ5,る(第7表) .また,各種建設事

業に伴う国・県支出金の特定財源の伸びが顕著であ

る。町税の収入で目立つものは発電施設や国有資産

観光施設による固定資産税によるものである(第15

図)0

歳出を見ると1960年度では総額に対して商工費10

の伸びが小さいが, 1965年以降は商工費の伸びが大

きい。商工費の伸びは町の観光に対する姿勢をみる

指操とすることができよう(第8表) 。

第7表　一般会計歳入決算の推移

第1 5図　町税の構成(1981年)

く町の財政課資料より作成)

1 9 5 5 1 9 6 0 1 9 6 5 1 9 7 0 1 9 7 5 1 9 8 0 1 9 8 1

町 税 1 0 0 (2 9 .58 6 ) 2 1 7 4 0 0 6 0 4 1 .8 4 7 5 .7 3 8 6 .2 2 2

地 方 譲 与 税
-

.

- - 1 0 0 (9 .3 9 9 ) 3 2 4 3 0 1

娯 楽 施 設 利 用 税

交 付 金 - - - - -
1 0 0 (3 ー6 0 9) 1 1 7

自 動 車 取 得 税

交 付 金 - - - 1 0 0 (4 .2 3 5) 2 5 0 3 8 7 3 8 9

地 方 公 付 税 1 0 0 ( 8 .34 5 ) 1 1 9 2 2 0 1,3 3 4 3 .5 1 3 5 6 7 3 ,8 9 8

交 通 安 全 対 策

特 別 交 付 税 - - -
1 0 0 ( 1 8 6) 1.0 3 0 6 9 5 5 7 2

分 担 金 及 び

負 担 金
1 0 0 ( 10 5 ) 2 5 2 1.5 2 1 5 .0 8 4 1 4 .3 4 3 4 7.0 8 6 5 3 .7 9 5

使 用 料 及 び

サ * 4
1 0 0 ( 2 2 6.) 2 9 0 9 2 1 2 .5 2 9 7 .7 1 8 7.5 6 8 1 3 .7 4 2

国 庫 支 出 金 1 0 0 ( 4 .7 5 8 ) 3 0 3 6 8 1 1.7 1 7 8 5 ,2 2 6 1 0 5 一3 9 5 9 9 .4 6 3

県 支 出 金 1 0 0 ( 8 18 ) 5 3 5 1.4 2 8 5 .2 0 3 8 .8 3 6 1 5 .3 9 9 1 6 .9 9 9

財 産 収 入 1 0 0 ( 1,7 19 ) 1.2 6 3 2 .1 9 1 1.6 2 6 2 7 .8 2 1 4 1.8 8 3 2 6.1 3 2

寄 付 金 1 0 0 ( 4 9 5 ) 1.1 1 9 2 4 0 1.0 6 8 1.2 1 2 2 .1 6 2 -

繰 入 金
-

1 0 0 (7 ,7 1 1) 1 0 6 2 3 9 2 9 7 1.1 6 2 1 .2 1 3

繰 越 金 1 0 0 ( 4 .4 90 ) 1 4 0 3 1 9 2 6 3 5 6 4 3 .2 1 5 5,4 9 0

諸 収 入 1 0 0 ( 1.9 3 9) 7 1 1 .1 5 0 1,0 3 4 7 .3 7 9 2 5 ,4 5 1 2 9.7 5 1

町 債 1 0 0 ( 4 .0 0 0 ) 3 7 5 5 9 8 7 9 8 2 .8 2 0 9 .1 6 5 6 .2 9 5

計 1 0 0 (5 9 .8 8 8) 2 5 4 4 9 1 9 1 2 3 .6 2 9 7 .3 5 8 7 ,1 1 3

( )円を100とLT:指数で表した。  ( )円の単位は干円　く町の財政課資料より作成>
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第8表　商工費歳出決算の推移

総 額 商 工 費 (観 光 関 係 CD )

1 9 5 5 (5 5 ,0 2 3 )¥ 0 0 ( 1.4 9 2 )

1 0 0 < 4 8 .2 >

1 9 6 0 7 5 9 6 4 1 < 6 9 .4 >

1 9 6 5 4 8 4 1.2 2 2 く 4 9 .5 >
、

1 9 7 0 9 6 5 1.6 1 8 く 5 9 .3 >

1 9 7 5 3 .9 0 1 4 .7 5 9 < 3 8 .4 >

1 9 8 0 7 .4 5 2 1 6 .3 0 8 く 3 9 .6 >

1 9 8 1 7 .4 0 9 2 1 .9 2 9 く 3 7.0 >

( )円を100とした指数で表した。
( )円単位:千円

<町の財政課資料より作成>

Ⅳ　湯沢町における観光形態の変遷

新潟県は積雪量が多く.標高の高い山を周巨削こ持

つためスキー場に適し,大小合わせると60以上あ

り,年間750万人以上のスキー客が訪れているQ

(第9表)　その中でも湯沢町は16ヶ所のスキー場

を持ち.訪れる観光客も372万人と新潟県の42%

を占めている。このように湯沢は客数の上からも,

スキー場数の上からも,スキ'一産業が県円で最も発

達した町と言える。

湯沢町はスキー産業を主体にした町であるが,町

の中にはその他様々な観光資源が存在している。(第

16図) 。温泉・スキー場・学生合宿村・ゴルフ場・

スポーツ公園・植物公園・キャンプ場などがあり.

自然を利用したものが多い。また,上信越高原国立

公園に指定されているように.町全体が美しい自然

景観を持っており.これらを求めて季節を問わず観

光客が訪れている。

このような観光資源は湯沢町が町営で行っている

スキー場・スポーツ公園・植物園・キャンプ場など

があり.町の観光産業への積極的な取り組みがみら

れる。また,西山・熊野温泉についても集中管理事

業を行い.配坊することで旅館.民宿の営業をスム

ーズにさせている。

また環在の湯沢町の観光産業が形成されるために

は,町の姿勢だけでなく,交通関係の整備・発達や

第9表　新潟県市町村別
スキー客人込客数およびスキー場数

市町 村 名 ス キ ー客 数 スキ ー客数

の 割 合

ス キ ー

場 数

湯 沢 町 3.2 7 4 .0 0 0A 4 3.2 % 1 6 頒

妙 高高 原町 1.5 7 2.9 0 0 2 0 .8 7

塩 沢 町 1.2 2 4 .2 0 0 1 6.2 7

六 日 町 2 2 9.0 0 0 3-0 5

妙 高 村 1 9 8.3 0 0 2.6 4

そ の 他 1ー0 6 2,4 5 0 1 4.2 2 3

計 7 .5 6 1,4 5 0 1 0 0 6 2

<昭和57年度調査の新潟県年鑑より>

時代背景も大きく影響を与えていると考えられる。

湯沢町には,日本海側と関東を結ぶ三国街道が通

っており.古くから人々の往来があった。上越線・

国道17号緑・上越新幹線・関越自動車道と.次第に

交通網が入り込んでくることで.関東からの移動が

容易に行われるようになる。それらが集中している

湯沢町は.交通の影響を十分に受けているであろうo

自然に親しめる観光資源を身近に持たない人口の

密集した都市と結びついているということは,多量

の客を引き込む要因になる。湯沢町全体の旅館(氏

宿)を無作為に抽出し.関東からの宿泊客の占める

割合をアンケートによって尋ねた。その結果.無解

答者を除けば約7割の旅館が「関東からの客は90

100%を占めている」と答えている(第10表) 0

これは営業者側の主観でとらえたものであるが.関

東の都市域の人々は郊外型の観光を求めて湯沢町を

訪れていることを裏付けていると思われる。交通の

便が良くなることで湯沢町はより都市域に隣接し,

多くの観光客を引き込んだのである。

さらに場沢町の観光産業の発展には戦後の高度経

済成長・ス号-ブーム・レジャーブームなどの諸々

の時代背景も関係している。スキーブームがなけれ

ば,山村はひっそりとしたものにとどまったであろ

うし,レジャーブームがなければ.観光産業の発展

もありえなかっただろう。

このように湯沢町の観光産業の発展は,様々な要



第1 6図　湯沢町の観光施設分布状況

く5万分の1地形図より作成)

'因と結びついており,段階を持っている。そこで我

々は.この発展段階を3つの時代に区分し.その展

開を要因と結びつけながら,湯沢町の観光形態を考

察していきたい。

まず湯沢町に観光産業が芽ばえ,スキー客の訪れ

とともに温泉街が繁栄しだす時期を,観光基盤形成

期として設定する。

次に,スキー産業が戦後新たに見直され,町営や

外来資本のスキー場が開設されていくスキー観光発
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同音号 名 称 所有者 地境区分

△l 功只井原.布坊スキーtA 沸 沢 町幼択温泉

′′

〟

上4推沿頒

〟

′′

〟

〟

"

〟

17号坤沿噂

′′

′′

〟

′′

′′

韻択盈放

〟

l7号辞沿噂

"

上点描沿埠

′′

17号甥沿橡

△2 I末位ス与.tA -a=捗スキltA

△3 竣平スキー坊 虜 只 町

△4 岩原スキー坊 岩サtt 光

△5 串沢新日本スキーgL 大日開発

△6 中里スキーtA 国土かi

△7 中里スノ.ウッドスキ一tA 申s a 光

△8 白サH琳スヰI韻 帝E, 敏光

△9 塀沢田際ス阜一tA 書 土 工

△10 土樽スキ-tA 句 人

All ふっsr:蝣a>ぐちスキーgL ロ土it a

〟

碗 訳 灯

△12 Bftスキ一鳩

△13 二居スキ一戦

△14 首JAスキーgL 四とJ十i

′′

三四m 光

△15 三【亙スキ.坊

△J6 成月スキI収

㊨1 親元dL泉 塀 沢 町

㊧2 西山nffis.求 ォ A

ノ′

〟

岩魚敏光協会

㊥3 BIDS

㊥4 赤沸且泉

⑳1 岩Ⅰ文事学生合耐

ゥ2 中里!軍学生合宿村 中an光略会

⑧3 苗場Ⅰ軍事生合痛打 苗gLb光tB会

⑥l 塀沢新日本).ルフtA 大E]開発上&坤沿繊

⑥2 爵tAブ.)ンスホテル3.ルフ鳩皿土ft 」17ォH*沿塘

ゥ 程合スポーツ公Ed 弟 択 町

"

′′

上卵沿鞍

㊨ 事山はォ3S A.只41

㊨ ■少年旅行村 上Jg雑沿梯



対 象 旅 館 (民 宿) 9 - 10 割 5 ～ 6 割 そ れ 以下 無 解 答 計

湯 沢 温 泉 旅 館 組 合 2 軒 1 4 軒 1 軒 3 軒 2 0 軒

岩 原 観 光 協 会 6 2 0 2 1 0

中 里 観 光 協 会 1 3 1 0 1 1 5

三 俣 観 光 協 会 l l 2 1 5 1 9

揚 沢新 日本 ス キ ー場付 近 9 3 0 1 1 3

苗 場 観 光 協 会 1 8 1 0 7 2 6

計 5 9 2 3 2 1 9 1 0 3

展期をおく。さらにスキー以外の観光産業も注目さ

れ,開発に取り組む夏場観光形成期をおく。これら

の3時期を述べ,さらに湯沢町の観光産業の特徴を

考え合わせたうえで観光形態の変遷をとらえていき

[MW

(1)観光基盤形成期

湯沢町の観光の成立発展を考えると,温泉と深く

かかわっているといえる。現在湯沢町には大きくわ

けて4つの温泉があり,年間70万人程度の観光客が

訪れている。そのうち赤湯温泉は,明治の終り頃か

ら温泉として利用されてきてはいるが,収容人員も

少なく,利用度も低い。また,貝掛温泉は歴史は古

いが,旅館は1軒存在するのみで.湯沢町の観光産

業の発展に直接関係していないと思われるO(第11表)

したがって,歴史の最も古く観光の発展に関連性の

深い越後湯沢駅北部の湯元温泉をとりあげたい。さ

第11表　湯沢町内の温泉の営業状況

らに.椀別は1932年以降ではあるが,スキーが導

入される段階で民宿・旅館街を形成する西山・熊野

温泉について述べていきたい。

湯元の温泉が人々に知られるようになったのは寛

治3年頃とされている。しかしこの時代の温泉は,

付近の住民にのみ何らかの形で利用されていたため

観光的な視点からはとらえられない。このような時

代は長く続くが,江戸時代に入り伝馬制が敷かれる

ことによって様子は変わった。関東と日本海側を結

ぶ三国街道の整備により.三俣・二居・浅貝に宿駅

がおかれ(三宿)公用の客が宿泊するようになった

のである。そして次第に湯沢郷にも,商用・物見遊

山の客も訪れるようになり,湯元温泉も注目される

ようになってきた0

1683年(天和3年)の検地帳によれば,湯元温泉

付近に温泉を所有していた家が三軒あり,場を利用

して利益を得ていたとある.おそらく客というのは

図番号 名 称 営 業 時 期 旅 館 数 収容人員 付 近 の 民 宿
(( )円は冬季のみ)

㊧ 1 湯 元 温 泉 1 年 中 3 軒 5 0 0 人 1 0 5 (4 5 )

㊧ 2 西 山 熊 野 温 泉 〟 2 0 2.9 9 0 6 3 (2 4 )

㊥ 3 月 掛 温 泉 4 月中旬～11月中旬 1 6 0 な し

㊧ 4 赤 湯 温 泉 4 月 天～11月中旬 1 6 0 な し



近郷近在から病に効く賜につかりにきたものであろ

う。そうした意味からして湯元温泉は旅人宿として

は三宿におよばなかったけれど,物見遊山の客を引

きつける要因は強かったと思われる。

このような江戸時代中頃の経済活動が活発化し,

娯楽目的の客が現われる時期に観光産業の崩芽を設

定することは可能であろう。しかし近郷近在の客が

主体であることにかわりはなく,このような農村の

湯治場的性格は大正期まで続くことになる。

明治時代に入r).近代化が進み, 1894年信越本線

が開通し,長野経由の関東と新潟を結ぶ路線が開け

たOこれによって三国街道の重要性は低下した。水

田を全く持たない街道集落は炭焼や養蚕を行う生活

を強いられた。また.湯元温泉地区も同様にさびれ

をみせ,数少なくなった客を奪いあうようにもてな

したとある㌘)

そのような時代の申.場沢村在住の本間栄太郎氏

は.高田にスキー講習会を受けに行き.スキーとそ

の技術を時ち帰った。雪の多い場沢村には,スキ-

は珍しいだけでなく,実用的でもあったと考えられ

る。村は1919年に布場スキー場を開設し,村主催

のスキー講習会を行うなど.積極的にスキーを取り

入れていった!2)

また新潟県の各地でスキー競技会も行われ,湯沢

村の選手養成のため結成された「偉スキー猛団」の

中から参加するようになった。このように村の中で

スキー熱は次第に高まりを見せていくのである。

大正期になるとその熱は広まり,村外からもスキ

ー客が訪れるようになる。例えば1922年新潟医科

大学や東京の大学の学生スキー合宿が行われたりし

ている。当時スキーをする人は,華族・富豪の子弟

に限られ.スキーを楽しみながら温泉につかるとい

う優雅な性格を有していた。今までの湯治客主体で

なく,スキーをしながら温泉を利用する客が加わっ

てきたのである。

この地域には3軒の旅館があったけれど.冬期集

中的に訪れる客に対応するため. 1927年に布場スキ

ー場の鹿に簡易宿泊のできるスキー小屋が建てられ

た。まtz. 1930年頃から岩原などの比較的市場に近

い場所に.臨時に客を宿泊させている13)

さらには上越線の新潟県側は1925年に開通してお

り.湯沢駅から中里・岩原・土樽駅への移動は可鞄

であったO湯元温泉で収容しきれない客を上越線沿一

線に宿泊させていたと考えられる。

また温泉の利用者はスキー客の訪れによってのみ

増加したのではなかったO大正一昭和にかけての上

越線の工事に携わっていた人々も,温泉や温泉街を

利用していたようである三41そして1931年に上越線

が全線開通し.関東方面から湯沢への移動が容易に

なった。また同年秋には長岡市で上越線開通記念博

覧会が開かれ湯沢町の知名度も上昇したのである。

村営の場沢ホテル(1927建築. 1947年民営にか

わる)の増改築が行われたのも1931年であるし,節

たに城平一本杉のスキー場が開設されたのもこの年

である。このような事業は湯沢村が多数の客の来訪

を見込んでのことであったと考えられる。

1931年は雪が少なく　1932年には予想以上

のスキー客が訪れ,小学校の校舎を開放し.炊き出

しをしたり,付近の家に宿を依頼するなどの急場し

のぎ策も行われたO上越線の開通は湯沢村に多くの

客をもたらしたことは確かである。

スキー客の増加に伴い,冬季に限り客を宿泊させ

る季節営業の民宿が始まったのもこの頃と推定され

る。

1931年頃から越後湯沢駅轟にある西山地区の温泉

の据別が盛況化してきたことも上越線開通の影響と

考えられる(第12表)。新しい源泉の湧出もみられ

駅周辺の旅館・民泊の発展に大きく貢献した。旅館

の開業年が1931 - 1933年に集中していることもそ

れを示している(第12表・第17図) 0

新しく開設された一本杉・城平スキー場へ客を吸

引するうえに,温泉は好条件を提供したと考えられ

る。また1932年には岩原スキー場も開設され,堤

沢村一帯を訪れるスキー客の分化が予想されるため

西山温泉における腕別は.この地域の発展を強く求

めておこなわれたと考えられるO

以上のように1900年半ばまではスキーの到来と

スキー熱の高まり,上越線の開通などの要因で,温

泉街が形成され,賑いをみせるようになった時期と

いえる。第17図からも,湯沢村における温泉旅館数



第12表　集中管理実施前の各源泉配湯状況

図

番

⊂⊃>J

源 泉 名 所 有 者

肺 さ く

年 月 日

標高

( m )

深度

(m )

霊 さ晶当砦 守曹 芸帯

摘 要
温度
(℃)

湧 出最

U )

戸数

(戸 )
配湯貴
(0 )

0 1 拐 冗 湯 沢 町

1936 10.15

383 7 8 4 2.0 288.0 4 36 0

動 力揚場

動力揚場

動 力場 湯

○ 2 小 段 の 湯 (育) ホテル清和 375 48 5 54.0 15.9 1 10

○ 3 東 映 (珠) 東映 ホテル 1958. 4. 5 388 599 83.0 540.0 8

7

40

49

19

1

36 0

180

○ 4 樽の塀 1 号 川 円 マ ル 外 19 35. 10. 31

1932. 7.19

373

399

535

325

64.0 2 1.6

0 5 〝 2 号 (育 )礎 の湯旅館 77.0 159.0

○ 6 山 佐 藤 正 7 2.0 432.0 4 77

1.08 0

754

10

○ 7 江 神 1 号 江神温 泉源 泉組合 19 38. 3.2 4 380 348 7 1.5 599.0

○ 8 〝 2 号 〟 196 1. 5. 369 4 17 6 2.0 459 .0

○ 9 熊 野 1 号 佐 藤 一 夫 19 34.12.25 38 0 60 52.0 4 14 .0

○ 10 〝 2 号 〟 19 34.ll. 3 3 69 130 4 3.0 5 1.4

○ 11 " 3 号 ′′ 1964. 12. 35 5 300 4 3.5 1.08 0.0

0 12 炎 天 の 湯 樋 口 忠 夫 1938. 8. 1 36 2 250 4 1.0 20.0

0 13 城 平 (昧) 森 下 組 1958.12. 15 3 59 240 4 1.5 396.0 7 108

0 14 大 刈 野 佐 藤 潤 一 1937. 10 .10 417 19 7 52.0 8 10.0 19 4 90

計 5.285.9 155 3.829

u・%*密 畠配 …0,,il♂

甥 .. /

. . 153
I - 支 那 ノ」、

I 〟- 看■細■Lg

第1 7回　湯沢温泉付近の温泉旅館の位置及び営業開始年,源泉の位置
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は1945年以前で十数軒にのぼっていることがわかる。

また,全体の収容人員は4∝)人程度で芸奴が20名は

ど置かれていたという記録もある
15)

また,物売りや料理屋など,温泉と関連ある店も

並ち並び,季節旅館・民宿も存在し,賑いをみせた

ことが推定される。

時代の流れに沿って,湯沢村の観光産業も発展を

みせたが,第二次大戦による痛手を受けた。スキー

場は軍占有となり,旅館も軍使用あるいは疎開児宿

舎に当てられるなど,観光産業面での停滞をみた。

(2)スキー観光発展期

湯元地区を中心に開発が進められた温泉は,戦後

現在の越後湯沢駅西口周辺にあたる西山地区の開発

が進み,温泉旅館が建設され,新しい源泉も多く師

削された。

スキー軌ま1947年に上越線が電化され,首都圏

からの所要時間が短縮されtztzめ.多数のスキー客が

湯沢を訪れるようになった1950年には湯沢のスキ

ー場・民宿開係者の要請にもより,臨時列車「銀嶺

号」が上野一石打間に運転された。この年のスキー

入込客数は湯沢全体で5万8千人であった16)この

翌年,温泉街に近い布場スキー場に,湯沢観光施設

によって,場沢リフト(166m)が運転開始された。こ

れは全国的にみても開発の早い万と言える17)

また, 1954年には岩;181 1955年には土樽にも架

設され,朝鮮戦争特需とも相まって,益々活況を呈

してゆき, 1955年と50年とを比較すると.スキー

入込客数が倍増し, 2万5千人になった19)

この年,布場スキー場は湯沢町に買収されて新し

いスタートを切った。当時,このような市町村が営

業するスキー場は長野県の野沢温泉村にみられるく

らいであったため,注目にあたいしよう≡0)

朝鮮戦争特需に続き,この頃,いわゆる「神武景

気」 「岩戸景気」が起こった。これによって,都市

では生活のゆとりができ,レジャーへの志向性が高

まった。かかる状況のもとで1959年には国土計画

㈱が中里スキー場を開設した。湯沢町も暖冬対策と

して布場スキー場(350m-550m)の上に場沢高

原スキー場(800m-l,000m)を開発した21)

この年,国道17号線の三国トンネルが開通し,関

東から直接に車で来町することが可能となったぎ2)

このことに注目した国土計画紬は1961年, 17号線

沿線の浅貝に苗場スキー場を開発した。ここは開設

当初から夏場の客の誘致も計画されていたが,すぐ

には実現しなかった23)このスキー場はモータリゼ

ーション, 17号線の全線舗装無雪化,マスコミを利

用した宣伝活動,各種スキー大会の開催241によって

多数のスキー客が車で訪れるようになり㌘海年ゲレ

ンデの整備,拡張をおこなってきた(第13表)0

1958年から62年までの目的別観光客の入込数を

みると(第18回) 58年では温泉の入込客数が最も

多く,これにスキーと名所・旧跡・ハイキングが次

ぐ1959,1958,1957年では温泉客数とスキー客

数が逆転するものの,ほぼ同じ割合で推移する。

その後,温泉客数は1967年まで際だった伸びを

みせず停滞気味であるのに対し,スキー客数は1961

年以降,増加の割合が高くなっている1961年は苗

場スキー場の開設年とも一致しているため,これに

よって増加の割合が高くなったものとみられる。

1965年,越後湯沢駅に,特急「とき」が停車する

に至った。この頃は高度経済成長期の最初の時期で

あり, 1966年には湯沢町を来訪したスキー客が初め

て100万人を突破した。 1967年には上越線が複線化

され,翌年には特急・急行の本数がそれぞれ1本か

ら4本, 8本から12本へと増加した(第19図)0

このことによって温泉客数が大幅に増加し, 1967年

から1968年の伸びは, 327,294人から616,429

人で,前年比の88.3%増であった(第18図)0

国道17号線の開通26)と上越線の複財ヒ以後,場

沢町の各地にスキー場が開設された。 1968年から

1970年の間に,三国観光残月(三国観光㈱) ,二

居(湯沢町) ,みつまた(国土計画伽) ,白板高原

(帝日観光)の4ヶ所のスキー場が開設されたが,

それらすべては17号線沿線に位置している。また,

1971年から1974年の間には新日本湯沢(大日開発)

など3ヶ所のスキー場が上載線沿線に開発されたO

(第20図) 。すなわち,以上のことは17号緑開通

と上越線複線化のそれぞれから, 3年目以降に沿線

の開発が進んだことを示しているC国道17号線沿線

-21-



第13表　主要スキー場別リフト設置状況

年
湯 沢

温 泉
岩 原 中 里 苗 場

み つ ま た 新 日 本

か ぐ ら 湯 沢

19 5 1

19 5 4

19 5 7

19 5 8

19 5 9

1 9 6 0

1 9 6 1

1 9 6 2

1 9 6 3

19 6 4

19 6 5

19 6 6

19 6 7

19 6 8

19 6 9

19 7 0

19 7 1

1

D@ T ヱ

@ :

㊥ 1

㊥ 1

㊥ 1

㊥ 1

㊥ 2

㊥ 1

I

1

1

イ

2

1

1

2

1

1

I

2

2

1

5

3

ロI プウェイ

2

2

2

2

2 ロープ ウエイ
1

2

2 1

19 7 2 3 1 2

19 7 3

19 7 4

19 7 5

19 7 6

19 7 7

19 7 8

19 7 9

19 8 0

19 8 1

1 9 8 2

5

2

3

2

1

1

4

1

4 1

2

1

l l

1

計 1 7 9 ll 34 1 3 9

1961　　　　　65　　　　68　　70　　72　　　　　75　　　　　　　　80(年)

第1 9図　越後湯沢駅における
特急・急行の停車本数の推移

く新鉄局提供・時刻表より作成)

に開発されたスキー場は苗場スキー場と同様に,国

鉄よりは17号線を利用して訪れるスキー客が多い。

以上の2地域とは対照的に,湯沢温泉地城は上越

線の複線化による特急・急行本数の増加や17号線の

開通にもかかわらず,スキー入込客数が停滞してい

る(第21図) 。これは,この地区の開発可能な土地



E・5

が限られていることと,既にそれらの土地をほとん

ど開発し尽くしているため,スキー客が飽和状態に

あるものと考えられる(第13表) (第14麦)0

また,前述したように,温泉客数が1968年に大

幅な増加を示したのに対し,スキー客数が伸び悩ん

でいることから,場沢温泉地域を訪れる客はスキー

か温泉かで,目的を明確に区別しているものと思わ

蝣サ*

このように湯沢町のスキー場開発は1945年以降,

徐々に進行し,三国トンネル開通後,特に, 1965年

の17号線の全線舗装および無雪化や, 1967年の上

越線複線化以後急激に進行した。ちなみに1965年

から1971年のスキー場別人込客数の増加率は, (第

14表)場沢温泉スキー場を除いて大幅な伸びをみせ



l!峨　　　　　　　　　m　　　?i　　　　　75　　　　　　　　　駄I l咋J

第2 1図　各地域のスキー客人込状況

く湯沢町20年史・湯沢町統計資料集より作成)

第14表1965年から1971年の
スキー場別スキー客増加率

ス キ ー場 1 9 6 5 1 9 7 1 増 加 率

湯 沢 温 泉 3 0 7.2 6 9 3 2 0,2 3 2 4 .2

岩 原 9 6.5 0 7 1 8 9.0 3 7 9 5 .9

土 樽 l l.2 5 9 2 4.2 3 6 1 1 5.3

中 里 1 6 4 .4 1 5 3 1 7,2 1 8 9 2.9

苗 場 3 4 1.6 1 3 6 5 6.6 3 4 9 2.2

三 国 観 光 浅 貝 2 3,4 0 0 (68 年 ) 4 4 .3 0 0 8 9.3

居 4 ,60 0 (6 9^ ) 9.0 2 1 9 6.1

三 俣 高 原 13.16 5 (70年 ) 5 7.3 5 1 3 3 5 .6

白 板 高 原 7.0 1 1 (70 年 ) 9.9 1 2 4 1.4

湯 沢 町 全 体 9 2 1.0 6 3 1,635-4 7 1 7 7.6

〔当時存在したスキー場のみ〕

<湯沢町20年史・場沢町統計資料より>

ている。また1972年におけるスキー場数は13で,

ほほ現在あるスキー場が出そろったと言えようO

中里スキー場周辺では開発当初から地元民宿の間

で通年型観光を目指していた。 1960年以降,夏香合

宿村の先進地城である長野県白馬村などに,たびた

び視察団を送った。しかし,すぐには実現しなかっ

た。

中里スキー場は地形上の制約から, 1969年頃まで

に方丈山(843m)の山麓を開発し尽していた027)

このことが, 17号線沿線へのスキー客の移動と相ま

って,中里スキー場への入込客数を停滞ぎみにさせ

た。湯沢町全体からみた中里スキー場の入込客数の

百分率も,苗場スキー場とは対照的に年々低下して

いった(第22図)。このような時に, 1971年の暮れ

から1972年にかけて暖冬異変が起ったため, 1972

年の中里スキー場への入込客数は前年比で3 0.6%も

激減した(第23図)。このことは全戸の90%が何

らかの形でスキー観光にかかわりを有している中里

地区に大きなショックを与えた。

そのため安定した民宿経営と宿泊施設の夏場利用

を目的に,この年(1972) ,有志約30軒が集まって

夏部会を結成し,夏季学生合宿村を開設した。

湯沢温泉地城では1971年頃から,深刻な問題が生

じ始めた。以前から温泉の源泉が枯渇気味であった

が,源泉を新しく椀別して何とか温泉の量を維持し

てきた(第15表)。さらに,1971年に上越新幹線の工

事が始まると,源泉の温泉湧出量が急激に減少し始

めたO異常事態にみまわれた湯沢温泉地区では,そ

の対策に乗り出したのであった。

(3)夏場観光形成期

湯沢町の観光産業は,スキーを中心に著しく発展

してきた1971年に湯沢町を訪れた観光客の63%が

スキー客である。.この割合は年々高くなり, 1981年

には71%になっている(第24図).湯沢町の観光

産業は,冬のスキーシーズンに片寄っているといえ

る。しかし,スキー客の増加とともに,それ以外の

観光客も徐々に増えつつある≡8)これまで湯沢町の

観光は,スキーと温泉が主体であった言971年には

温泉がスキーに次いで高い割合を占めている1981

-24-



第15表　湯沢温泉湧出量・源泉数の推移

1 9 6 0 1 9 6 2 1 9 6 7 1 9 7 0 1 9 7 2 1 9 7 3 1 9 7 4

源 泉 数 l l l l 1 3 1 4 1 3 8 8

湧 出 黄 3 .3 1 7 .9 2.6 7 2 .3 3.1 1 9.6 3.1 2 9.3 2.8 4 1.2 1.9 7 3.9 1ー8 4 5.1

1959　61　　　　65　　　　　　711　　　　　75　　　　　　80岬.)

第22図　湯沢町全体からみた,中里,
苗場スキー場の入込客数(百分率)

く湯沢町20年史・湯沢町統計資料集より作成)

1959　61　　　　65　　　　　　70　　　　　　75　　　　　　80日f)

第2 3図　中里スキー場における入込客数の推移

く湯沢町20年史・湯沢町統計資料集より作成)

年においても,その噸位は変らない。しかし,その

占める割合は約1/2になっている。

.これに対して合宿村の占める割合が増加している。

中里地区で合宿村を開き,大規模な体育館の「勤労

青少年体育センター」ができた1972年は.前年に

第2 4図　湯沢町目的別観光客数の割合

く湯沢町統計資料集より作成)

比べて著しく増加している。温泉は通年型観光であ

るが,合宿村は学生の夏休みを中心にした夏場の季

節型観光である。合宿村の占める割合が増加してき

たことは,夏に訪れる観光客が増えていることを示

している。合宿村は主に民宿が主体になって行って

5M

塀沢町の民宿街はスキー場周辺に立地したスキー

場依存型のものである。そのため冬のスキーシーズ

ンに営業し,夏のシーズンオフには休業する季節営

業のものが多かった。しかし, 1972年から季節営業

は減り始め,逆に通年営業が増えてきた1972年に

は通年営業が季節営業の約1/2たったが. ・1980

年には約3倍になっている。これは民宿の通年営業

化が始まったためである(第25図)0

現在湯沢町では,民宿でありながら通年営業を行

っているものが多い。最も通年営業化の進んでいる

のが上越線沿線地域で, 17号線沿線地域がこれに次

ぐ(窮26図)Oこれらの民宿には,スポーツ施設な

どを設けているものが多い。民宿に付随してみられ

るこれらの施設は,地区ごとに湯沢町全体に対する

割合で示したのが第27図である。これによると,施

設の多いのはやはり上越線沿線地域, 17号線沿線地

域である。これらの施設を利用して夏の誘客を行っ

ている。

上越線沿線地域は全体に施設が多く分布しているO
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第2 5図　湯沢町宿泊施設数の推移

く衛生年報:湯沢町営業施設数,
営業施設監査指導件数より作成)

<tn

第2 6図　地区別季節営業,通年営業宿泊施設数

く昭和57年度　湯沢町観光協会定期総会資料より作成)

なかでもA・ B級体育館,グラウンドの占める割合

が高い。この地域で夏場観光の中心になっているの

は中里地区である。ここでは前章でも述べたとおり

夏部会を結成し,積極的に合宿村にとりくんでいる。

合宿を主体とするため,各母合宿を受け入れるため

の用途の広い大規模な施設が多い≡91

17号線沿線地域には, C級体育館,テニスコート

C娘体書信

-'"即E]四境

-- ~ 17号恥告故地圧

I H ‥　PLyUfftiiq可

漸尺町全体を100%とする

^抜tf▼館　バレー.+"-ル事<:(ォ用可

はmii-jxm uiL SEにロコ鑑可

asaj断　EH勤鎌」SUiitJI

'田グリーンワールドがイドをもとに事古分類

第2 7図　夏季観光施設地区別割合

ぐ83グリーンワールドガイドより作成)

が多く分布している。この地域のテニスコートの単

数近くは,苗場スキー場を開発した外来資本系列の

ホテルに付属している。このホテルは,湯沢町でも

早くから1971年にコートを設置している≡0)その頃か

ら,首都圏を中心にしたテニスブームが起こり,チ

ニスを目的とした宿泊客が増加した。地元の民宿も

これに刺激を受け,施設を設け夏の誘客を行うとこ

ろが増えてきた。

中里・残月地区を中心に,施設を備えて通年営業

化が周囲へ広まっていった。しかし,施設の整備に

は美大な費用がかかる。夏に観光客が訪れるのは,

学生の夏休みを中心とした7-8月の2ケ月間であ

る。年にわずか2ケ月間の使用で投下資本を回収し

ていくのは容易ではない。

17号緑沿線地域には,湯沢町を訪れるスキー客の

7割以上が集中しており,冬場の利益が最も高い地

域といえる。そのため資金・労力を必要とする夏場

観光には上越線沿線地域ほど積極的ではない。この

ことは,各種合宿に使えるA ・ B級体育館の数が,



設備資金の比較的安いC級体育館・テニスコートに

比べて少ないことの理由の1つであるoこれは湯沢

温泉地城についてもいえるo

この地域では,既に温泉旅館が大規模な宿泊施設

を持ち,夏に訪れる観光客を吸収している。この地

域はスポーツ施設に力を入れなくとも,温泉を主体

に夏場の誘客をおこなえる。この地域の民宿の通年

営業化,スポーツ施設の少ないのは号のためである。

しかし町では,旅館・民宿に対して「観光施設整

備資金」を貸し出し,施設設置を推進している。こ

れは民宿の通年営業化の援助だけでなく,合宿村を

推進し湯沢町の夏場の観光産業を発展させるためで

yt*

場沢町を訪れる観光客の約8割は関東方面からで

ぁる≡l)これは湯沢町が交通の要衝として関東方面と

結びついているためである。 (第28図)。この傾向は

上越新幹線,関越自動車道の開通により,今後も強

まるものと予想される至21

今までの湯沢町の観光産業は温泉とスキーが主体

であった。しかし温泉のみでBEl東方面の観光客を誘

い,夏場の観光産業を支えていくには無理がある。

関東には箱根,熱海などの,湯沢をしのぐ大温泉地

区があるからである。これらの温泉の持つ歴史やイ

メージの他に,交通という実利的な面からも客を湯

沢に引き寄せることは難しいと思われる。 (第16表)

第16表　交通からの温泉地区比較

新幹線 所 要 急 行 所 要
料 金 時 間 料 金 時 間

上 野 ～湯 沢 4.800円 約 60分 3.400円 約1 50 分

東 京 ～小田原 3.0 30 約 4 0 1.930 約 80

東 京 ～熱 海 3.4 00 約 5 0 2.300 約 100

<日本交通公社時刻表・昭和5時12月号より>

町では1974年に,交通の高速化に対応した観光対

策を「湯沢町観光総合開発計画書」としてまとめた。

そのなかで,首都圏を中心に関東方面を対象に,罪

外型レジャー基地をめざす夏場対策を打ち出してい

る。そして勤労青少年体育センターなどのスポーツ

施設の設置.キャンプ村を備えた大源太キャニオン

などの自然資源の整備が行われた。

しかし,これらのピーアール活動がおこなわれた

のは,上越新幹線の開通を翌年にひかえた1981年か

らである。夏の湯沢町を「グリーンワールド」とい

うキャッチフレーズで,関東方面を主体にキャンペ

ーン活動をおこなっ+-33)

1976年から工事に着手していた高山植物園のアル

プの里は1980年に完成し,また,体育館,グラウン

ド,テニスコートを備えた総合スポーツ公園は1981

年には管理棟の完成をみ,テニスコートなどが一部

使用可能となっている(第16図)0

湯沢町全体の観光事業推進の中心となるのは,氏

間では湯沢町観光協会,行政では役場の産業観光課

である。観光協会は,各地区観光協会,その他の観

光産業に従事する団体から構成されている。しかし

役員にはこれらの代表者の他に,塀沢駅長,町長,

町議会長,産業観光課長が含まれている。観光協会

は官民一体となって構成されているといえよう(34



第29図)。

1973年に設置された勤労青少年体育センターには

団体観光客が訪れ,設置された湯沢地区には外来資

本によるホテル建設,既存ホテルの改築がおこなわ

:HSォ

湯沢町の夏場の観光対策には,民宿などに付随し

た施設が重要な位置を占めている。これらは,民宿

経営者が通年営業をめざして設けたものである。し

かし,施設のない民宿でも,町の観光施設を利用す

る観光客を受け入れ,夏場の営業をおこなっている

ものも多い。行政サイドの観光開発も町の観光産業

を大きく発展させている。

湯沢町は現在,スキー場に依存していた時代から

町ぐるみで観光開発にとりくむ時代へと移りつつあ

る。行政と民間が一体となって観光対策にとりくん

でいると言えよう。

<昭和57年度　坊沢町観光協会・定期総会資料より>

第29図　湯沢町観光協会組織図

(41湯沢町の観光産業からみた3地域

湯沢町には数多くの観光資源が内在し,発展段階

には3段階あることを述べた。ところが観光資源の

分布をみると,坊沢町は交通手段によって大きく3

地域に区分して考えられる(第16図)0

湯沢町の主要交通網は,国道17号線・上越線(上

越新幹線)という道路と鉄道である。その2つの交

通手段が, 17号線沿線地域,上越線沿線地域,その

集合地点である湯沢温泉地城と性格の異った3地域

を形成した。そこでこれらの地域について,湯沢町

の観光産業の特色を明らかにしたい。

湯沢温泉地域は,国鉄の停車駅があり, 17号緑も

平行して走っている.しかし町営のスキー場が3ヶ

所存在しながら,他の2地域に比較するとスキー客

数が伸び悩んでいる(第21図) 。そこでこの温泉地

域ではスキー以外の観光資源を開発し,それによっ

て伸び悩みを解消しようとしている。その例が西山

温泉の掘削であり,スキー場とタイアップさせた宣

伝を行っている。温泉は他の2地域に存在しないも

のであるため,ピーアールポイントとして特に力を

入れている。

また,布場スキー場妻側にはアルプの里という植

物公園もあり,テニスコートやプール・体育館など

を持った旅館・民宿もみれる。このような施設を利

用した観光客が温泉につかることで温泉客の増加を

見込んでいると考えられる。

次に17号線沿線地域について述べたい。国道17

号線の開通は沿線の自然を観光資源に変えた。その

顕著な例として.苗場スキー場やみつまた高原・か

ぐらスキー場などの開発が挙げられる。 17号線沿線

はスキー場に適した斜面が豊富で,大規模に.かつ

高所まで開発された。

苗場スキー場はモータリゼーションや国土計画綿

の観光宣伝によって,多数のスキー客が訪れ, 1975

年には100万人を超え,この年以降,湯沢町を訪れ

るスキー客の半分を占めるようになった。

みつまた高原スキー場は,奥にかぐらスキー場の

開発後(1977)標高の高さから,湯沢町内において

は屈指の滑走期間の長いスキー場となっている。前

述したごとく,第21図によれば17号線沿線のスキ

ー客数は他地域に比して賓異的な増加を示している。

残月地区での聞き取り調査では,「冬場の収入のみ

で何とか生活できる」という回答があったことから

ち,上越線沿線,湯沢温泉地域のごとく,高速時代

による,日帰りスキー観光地化,新しいスキー場開

発の困難性といった不安は,冬期闇において全くみ

られない。またこのことは,最近まで夏場の誘客に

対して消極的であったことの理由の一つでもあろう。



この地域の特色は浅貝地区に代表されるように,　落の両側に分布している(第30図) a

町外・県外出身者経営の旅館が多いことであるo浅　　春近.三俣地区においてもこの傾向は顕著である。

貝地区の場合,それらは新しい道路沿いに旧浅貝集



また.車を利用するスキー客が多いT:め.大手のホ

テル(苗場プリンスホテル)には. 6,000台収容可

能な駐車場もあり.17号線に強く依存していること

を示している。

最後に,上越線沿線地域について述べたい。

・上越線沿線はスキー場の多い地域として知られて

いる≡5)妨沢町においても,スキー場の半数以上が

沿線に立地している。これらのスキー場は,上越線

の影響を受けて開設された古いものが多い。交通の

便の艮さから,戦後はさらに多くのスキー場が開か

れた。湯沢町における最初の民宿はここで始められ

現在では大規模な民宿街が形成されている。 (特に

中里スキー場周辺)

町全体にみられる通年営業化への動きは,この地

域でもみられる。その動きの中心は夏季学生合宿村

であり,それは中里地区で始められた。現在では岩

原地区などの周辺地区でも行われている。夏場の観

光施設で規模の大きいものがこの地域に集中してい

る。

また,上越線沿線地域は湯沢町の中でも水田面積

の占める割合が多い。民宿経営者のほとんどが農業

に従事している。そのため通年営業化にむけ施設建

設に耕地を転用することができたのである。

この地域は,スキー場を持ち,かつ夏場観光にも

積極的にとりくんでいるといえよう。

以上のように湯沢町の観光産業の発展過程で生じ

た3地域はそれぞれ特色を持っている。そしてこれ

らの3地域は湯沢町の観光産業が.温泉・温泉+ス

キー,温泉+スキー+夏場と.時代を経て形態を変

えていく段階で生じたのである。

Ⅴ　む　す　び

湯沢町の産業就業人口をみると,第一次産業から

第三次産業への移行が顕著である。とくに農業就業

者の減少は激しく1950年では全就業者の45%砧

めたものが, 1980年では,わずか7.5%にすぎない。

農地ではとくに畑の減少が著しく,スキー場や夏場

の観光施設への転用が見られる。

湯沢町は周囲を山岳に囲まれ,魚野川・清津川両

河川による平坦地の発運は乏しい。そのため耕地面

積が少なく零細な農家が多い。スキー観光が発展す

るにともない,農家はサービス業・小売業など観光

関係に従事するようになったと言えるO

湯沢町における建設業の地位は不安定である。湯

沢町は首都圏から新潟県に入る玄関口であり,交通

関係の大規模工事が多い。このため工事の有無が人

口・就業者・純生産額に大きな変化をもたらす。変

動の大きい建設業を除けば,サービス業の地位は高

く,就業人口やその背景となる事業所散,純生産額

とも優位を占めている。

サービス業を主とする観光業は現在町の主要産業

であり,観光に対する町の働きかけは積極的である。

民間の観光協会と町との関係は密接であり,特に3

年前から冬場は「ホワイトワールド」 ,夏場は「グ

リーンワールド」と称し,パンフレット・ポスター

を駆使して大規模なキャンペーンを行っている。ま

たスキー場や夏場用の青少年旅行村・高原植物園・

総合スポーツ公園など観光を目的とした町営施設が

多いのも坊沢町における観光業の重要性を物語って

St9

湯沢町の発展段階は大きく3つに区分される。観

光基盤形成期は湯沢温泉が湯治場としての性格から

次第にその周辺での経済活動の活発化によって温泉

観光地として確立してゆく時期である。また湯沢に

スキーが導入され,布場・岩原などに民宿が出現し

た時期である。

スキー観光発展期は温泉とスキー観光のうち,後

者が飛辞的に発展した時期であるoすなわち,スキ

ー場数,スキー入込客数の両者が大幅に増加した時

期といえる。夏場観光形成期はこれまでの季節型観

光のスキーと通年型観光の温泉に,季節型の夏場観

光が加わった時期である。これは中里地区を中心と

した民間の観光施設建設と行政サイドの推進によっ

て湯沢町全体が一丸となって夏場の誘客活動を行っ

ている時期といえる。

夏場の誘客は高速時代を意識したものでもあるが

また逆に高速時代によって冬季が日帰り観光地化す

る可能性のあることから,夏と冬とで補完し合わせ

ようと意図したものとも考えられる。



このような意味で,季節型観光のスキーと,季節

型の夏場観光を対応させて通年にわたって誘客を行

っていること,また,通年型の温泉が存在すること

から,湯沢町の観光は二重構造をなしているといえ

る。三時掛こ共通する事項は,交通体系の変遷が観

光産業発展に大きく寄与してきたことである。逆に

いえば,このことは観光地域発展のためゐ基底要因

といえる。

発展過程において,湯沢に3つの地域が出現して

きた。湯沢温泉地域は交通の要衝にもかかわらず,

地形的制約と開発が早かったため,スキー客数が伸

び悩んでいる。温泉客数も伸び悩み傾向である。こ

のため温泉を中心に夏場観光にも取り組んでいる地

域といえる。

17号線沿線地域は17号線に強く依存しており,ス

キー客が大幅増加している。ここは冬場の収益が多

いため,最近まで夏場の誘客に対し消極的であった。

上越線沿線地域は40年代初めまで湯沢町のスキー

観光の中心であったが,地位の低下が激しく,農地

を持った民宿経営者が観光施設を建設したことをき

っかけに,安定した通年営業体制をとるようになっ

た。このようなことから,現在湯沢町における夏場

観光の中心となっている。

(付記)

今回の調査に際し,資料収集上お世話になりま

した湯沢町役場はじめ関係機関各位に対し,厚く

お礼申し上げます。

(注)

1)白坂蕃(1976) :野沢温泉村におけるスキー場の立地と発展　地理評　49-6　341-360

2)石井英也(1977) :白馬村における民宿地域の形成　人文地理　29-1 1-25

3)小西正雄(1980) :妙高高原・杉野沢における民宿村の成立過程とその内部構造　人文地理　32

-4　24-39

4) 1955年(昭和30年)に旧五ケ村(湯沢,神立,土樽,三侯,三国)が合併して湯沢町となった。現

在も大字として残っている。

5)旧五ケ村のうち三国村は1901年(明治34年)に域貝,二居村が合併して生まれたものである。

6)最低気温の極は,二居は1971-75年,浅貝は1940-71年,土樽は1967-71年の建設省による観測値

の平均である。

7)湯沢町は山が深く雨量も最低位2,000mmから最高位2,600mmに達し水量は豊富である。水は農用水,

飲用水のほか電力資源として利用されている。電源開発奥滑津発電所工事は1972-78年に行なわれて

いる。発電所は他に魚野川では姫川電力発電所,清津川では東京電力清津川発電所,同湯沢発電所が

ある。また,建設省により「清津川多目的ダム計画」が進行中である。

8)ここにおける地区区分は合併以前の旧五ケ村(現大字)による。

9)面積,人口,交通路,公共施設から標準的な必要経費,歳出を算出し,歳入がその標準に満たない

場合に支給されるもの。

10)商工費には観光費,観光施設整備乱総務費,振興費が含まれる。

ll)昭和52年1月発行魚沼新報より。

12)湯沢町誌第3章1節「スキーの到来と湯沢郷のスキー場」 695-696

13)中里地区一文化旅館一昭和5年より,角屋・上越館・松川旅館昭和6年より,岩原地区朝日館・和

泉屋昭和7年より冬期のみお客を宿泊させたD

14)昭和52年1月22日発行魚沼新報より。

15)湯沢町誌第1章第1節「湯沢温泉」 671

16)この数字は布場,一本杉,城平,岩原,土棺の各スキー場の入込客数の総計である。 (湯沢町誌
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P.707による)

17)志賀高原は1946年,野沢温泉は1950年,蔵王は1951年,八方尾根は1952年('83スキー場ガイド

新潟地方索道協会編),赤倉は1950年に第1号リフトが架設されている。

18)19)岩原スキー場は1956年に岩原観光僻)に買収された。土樽スキー場は日本リフトサービス㈱によっ

て架設された。

20)現在,新潟県内で市町村営のスキー場は胎内(リフト致6本),長岡市営(4本),八海山麓(3本)

など湯沢町のものを除いて9ヶ所あるが,湯沢町の所有するリフト数15本は県内の市町村で最も多い。

"83スキー場ガイドによる)

21)湯沢高原.布場,一本杉,城平スキー場を総称して以下湯沢温泉スキー場とする。

22) 1959年の段階では,まだ浅貝までしか開通しておらず,冬季間,湯沢の市街地まで草で来ることは

できなかった。

23) 1974年にテニスコート7面を造成し, 1974年から76年にゴルフ場の造成を行った。

24)全日本選手権アルペン,全日本スピードスキー競技会,ワールドカップなど。

25)国土計画㈱の建設した苗場プリンスホテルでは6,000台収容できる駐車場を所有している。

26) 1965年に全線舗装無雪化され,全線開通した。

27)現スキー場の上は尾根のためスキー場のゲレンデには適さない。

28) 1975年-1980年で全体で37万人増加.

29)夏部会結成時には長野県白馬村へ視察団を送っている。ここでは.合宿の施設を共同で使用してい

る。合宿では施設の使用時間が場所選定条件の一つとなるo中里地区では民宿が各々の専用施設を設

け,宿泊者の長時間使用を可能にしている0

30)スキー場の敷地を利用し夏はゴルフ場を開いていた。当初はゴルフ場が主体であり,テニスコート

はゴルフの宿泊客へのサービスであった。

31) 「変わりゆく街道の村」 1978年,全国水問題協議会

32)関越自動車道は1985年開通予定。

33)広告は業者に委託o首都圏主要駅でピーアールコーナーを開設。パンフレット(「グリーンワール

ドガイド」)配布O　シンボルマークを設定し,ポスター等に印刷。新潟県内では他に,妙高高原町が

シンボルマークを設定している。

34)全29団体,各地区観光協会-8団体,外来資本-8 a体,交通関係-4団体,飲食関係他-7団体。

35)土碑一小千谷に至る13の各駅を中心に30以上のスキー場がある。
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胃zmaM

青木栄一・山村順次(1976) : 「日本における観光地理学の系譜」

浅香幸雄・山村順次(1974) : 「観光地理学」　大明堂

魚沼新報社:魚沼新報

桑原　孝(1966)　　「三国の歴史」

土田邦彦(1974) : 「新潟県の地理学的研究」　古今書院

全国水問題協議会: 「変わりゆく街道の村」

新潟地方索道協会(1983) : 「'83スキー場ガイド」

南魚沼郡(1971) : 「競南魚沼誌」

山崎久雄・磯部利貞・林　正己(1981) : 「新潟県の地理散歩-中越編」　野島出版

湯沢町(1983) I 「統計資料集」

(1983) ! 「町勢要覧」

〃　(1983) : 「グリーンワールド越後湯沢」, 「ホワイトワールド越後湯沢」

〃　(1978) : 「湯沢町誌」

〃　(1975) I 「湯沢町20年誌」

〃　(1974) : 「湯沢町観光総合開発計画書」

湯沢町観光協会(1982) : 「定期総会資料」

湯沢ブロック観光再開発協議会(1982) : 「湯沢ブロック観光再開発協議会総会資料」

若井福治(1982) : 「小説雪国の駒子と越後湯沢」

(1982) : 「三国峠」
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